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〈指導者の言葉〉 
 

生徒が「書くこと」を苦手としている理由は，大きく二つ。 
  ・何を書いていいのかわからない 
  ・どう書いていいのかわからない 
 この課題を克服し，「書くこと」に対する苦手意識を取り除くことを目

標として，書きたいことに対する「書き方パターン」などの指導を重ねてき
ました。特に意見文においては，「読むこと」の教材からも文章の構成や表
現の工夫，具体例の挙げ方や反論の仕方など，自分が「書く」ことを意識さ
せながら，参考となる事柄をチェックさせました。 

 本作品は，今はやりの「若者言葉」，特に「やばい」に注目し，意味の
変化とともに便利な言葉として，一方では認めながら，このままでは，本来
習得すべき語彙の低下に繋がることを心配し，まずはコミュニケーションの
基本である様々な言葉の習得に努めるべきだという意見を具体例を挙げな
がら述べた文章です。思わず，「なるほど」とうなずける作品です。 

 


